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ミクロネ シ ア の

伝統的航海術
国立民族学博物館

須藤健一

様々な電子航侮機器が開発 され、利用されてい

る現 代 に あ っ て も、 世 界 に は、 独 自 の 伝 抗 的 な 航

盗 術 を残 し てい る人 々 がい る。 亭 月 は そ う し た航

盗 術 の ひ とつ に ス ポ ヅ トを 当 て て み た。

風をアウ トリガー側から帆に受けて避梅 中のカヌー

は じ め に

太 平 洋 に は1万 にお よぶ 島々が点 在 してい る。 こ

れ らの 島 に人 間が 住み つ き始 め たのは,紀 元前 の こ

とで あ った。 当時 の航海 者 たち は天 文,海 洋の知 識

を駆 使 して,独 自のす ぐれ た航 海術 をあみだ し,数

千㎞ にお よぶ遠 洋 航海 を な しとげ,紀 元後10世 紀 ま

で に は,ハ ワ イ,イ ース ター,ニ ュー ジー ラン ドな

どポ リネ シアの 「辺境 」 の島々 に移住 を完了 した。

しか し,16世 紀 には じ まる ヨー ロッパ 列強 に よる

太平 洋 の 島々 の植 民地 化 に よって,伝 統 的な生 活様

式 は変 容 を余 儀 な くされ た。 汽船 の導入 に よ り,伝

統 的 な航 海術 が急 速 に忘 れ さられ るこ とにな った。

今 日のオ セ アニ ア におい て,伝 統 的航海術 が受 けつ

がれ て い るの は,ミ クロネ シア とメラネ シアの ご く

一部 の島 々 のみ で ある
。

サ タ ワル 島 は,ミ クロネ シアの カロ リン諸 島中部

に位 置 す るサ ン ゴ礁 の島 であ る(第1図)。 人 口 は,

500人 で,島 に は数 カ月 に1度 しか連絡 船が こな いた

め,外 界 との接 触 が比 較的 少 な く,伝 統 文 化 が色 濃

く残 され てい る。 とくに,す ぐれた伝統 的 航海 術 が

い まで も生 か され てい る島 と して有名 で あ る。 例 え

ば,1975年 に開催 された海 洋博 に参加 す るた め に,

サ タ ワル島の1そ うの カヌーが3000㎞ に及 ぶ 大航 海

を行 な って,沖 縄 までや って来 た ことが あ る くその

カヌー は,現 在,国 立民族 博物 館 に展示 中)。

航 海術 は,磁 気 コンパ ス,六 分儀 な どの航 海器 具

や海 図 の発明 に よ って飛躍 的 に進歩 した。現在 で は,

世界 各地 に設 置 され たロラ ン基 地 や人 工衛 星 か らの

電 波 を洋 上 で受信 し,船 を正確 に動 かす こ とが可 能

にな って きてい る。 けれ ど も,航 海術 の根 本 は,船

の進 む針 路(方 位)と 洋上 での 自船 の位 置(地 点)

とを割 りだ し,船 を目的地 に的確 かつ安 全 に到 達 さ

せ る ことにあ る。 以下 では,そ れ ら2つ の 側面 を中

心 に ミクロネ シアの航海 術 に関す る知識 につ いて,

述 べ る こ とに しよう。
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図2:ス ター ・コンパ ス 表1ス ター・コンパスで もち い られ る星 ・星座

方位
番号 和 名

星座の位置
出現 没入

方位
妻号 和 名

星座の位置
出現 没入

Pi 北極星 0 P17 南十字座 (南中時)
P2 こ ぐま座 ペー タ星 0 P18 // (西より仰角4sAt)

P3 おおぐま座アルファ星 0 P19 // 0

P4 カシオペア座アルファ座 0 P2U さそり座 0

PS こと座 O P21 さそり座アルファ星 0

P6 おうし座 0 P22 か らす座 0

P7 おうし座 0 P23 オリオン座 0

P8 わし座 ガンマ星 0 P24 わし座ベータ星 0

P9 わし座アルファ星 0 P25 わ し座アルファ星 0

P10 わし座ベータ星 0 P26 わし座ガンマ星 0

P 畳 オリオン座 0 P27 おうし座 O

P z か らす座 0 P28 おうし座 0

P 3 さそり座アルファ星 0 P29 こと座 O

P 4 さそり座 0 P30 カシオペア座アルファ星 0

P 5 南十字座 O P31 おおぐま座アルファ星 0

P 6 〃 (東よ`牌角妊度} P32 こ ぐま座 ペ ー タ星 0

ス タ ー ・コ ンパ ス と方 位

カ ロ リン諸島 一帯 で は,星 や星座 の出 没す る位置

(方位 〉 を も とに してつ く られ た独特 の コンパ スが

利 用 されて きた。この コンパ スは,円 周 を32等 分 し,

それ ぞれの 等分 点 が特 定 の星 ・星座 の水 平線 上 にお

け る出没位 置 と対応 す る よう につ くられ た もの であ

る(第2図)。 ここで もちい られ るの は,北 極 星,南

十 字座 の ほか,13の 相 異 な る星 また は星座 で あ る。

北 極星 は真 北 を示 し,1つ の位置 を占 め る。 南十 字

座 の 占め る位 置 は,5つ あ る。残 りの26あ る位置 は,

13の 星や星 座 が 出現,没 入 す る位 置 に対 応す る。

32の 方位 には,そ れ ぞれ名 称 が与 え られて いる(第

1表)。 例 えば,タ ー ン・マ イ ナ ップ(第2図 のP9)

はマ イ ナ ップ(わ し座 アル フ ァ星)の 出現(タ ー ン)

位 置 を,タ プー ン ・マ イナ ップ(第2図 のP25)は,

マ イナ ップ の没 入(タ プー ン)位 置 をそれ ぞれ示す。

航海 術 の知 識 と して,最 も最初 に学 ばな けれ ばな ら

な いの は,こ れ ら32の 名 称 で あ る。 この知識 はパ ー

フー,つ ま り 「星 を数 える こ と」 と呼 ばれ る。

ス ター ・コンパ ス に基 づ い て,方 位 を割 りだす基

本的 な知 識 が ア ロウム で あ る。 スター ・コンパ スの

円周 上 に あ る任 意 の星 の位 置 を一端 とし,円 の 中心

を通 る直 線 と円周 とが 交差 す る他端 の位置 に別 の星

が対 応 す る。 た とえ ば前述 の ター ン・マ イナ ップ(P

9)と タ プー ン ・マ イ ナ ップ(P25),あ るい は北極

星(P1)と 南 中時 の 南十 字座(P17)が そ うで あ る。

ア ロウム は,「 対 」 とい う意味 で あ る。

次 に必要 と され る知 識 は,ス ター ・コ ンパ スの中

心 に カヌ ー を想 定 し,カ ヌ ーの船 首,船 尾,ア ウ ト

リガ ー(腕 木 と浮 き木)側,プ ラ ッ トホーム側 の4

方向 に対応 す る4つ の位 置(方 位)名 称 を1つ の組

合 せ として把握 す る。 アマ ス とい う項 目であ る(第

3図)。 ア マ スは,マ ー ス,す なわ ちカ ヌーの船 首の

V字 形 の部 分 を表 す 言葉 に由来 す る。 この場合,船

首 と船 尾 を結 ぶ方 向 と,ア ウ トリガー とプ ラ ッ トホ

一 ムを結 ぶ方 向 とは,互 い に直 行 す る。 つ ま り,4

つ の星 の位置(方 位)に よって,カ ヌーの進行 方向

を決 定 す る方 法 は,カ ヌー の針路 をよ り的 確 に認 知

す るた め の もの で あ り,も う1つ は,星 の運行 に関

連 して い る。

スタ ー ・コンパ ス上 の北極 星 を除 く15の 星 また は

星座 は,1年 中,夜 空 に輝 い てい る とは限 らな い。

そのた め,ア マ スの知 識 は,た とえば,船 首 に位置

する星 が昇 らな い時期 で も,ほ かの部位 に対応 する

少 な くと も2つ の 星 を利用 して,針 路 の割 りだ しを

可能 にす る体 系 であ る。 つ ま り,第3図 におい て,

船 首 に対 応 す るP5の 星 が 出 現 しな い時 の航 海 で

は,プ ラ ッ トホー ム と船 尾 とに対 す るP13,P21を 利

用す る こ とに よって,カ ヌー の進行 方向 を認 知 す る

ので あ る。 また,ス ター ・コ ンパ ス上 の ある星が表

れな い際 に,そ の星 とほぼ同位 置 か ら出没 す るほか

の星 を代 用 す る場 合 もあ る。 た とえば,東 西 の 方位

を指示 す るマ イナ ップ(わ し座 アル フ ァ星)が 出現

しない時 期 に は,サ ピィ(い るか座)が 用 い られ る。

この よ うに,ア マ スは,針 路 を決 定す る基 本的知 識

図3:ア マスの知識(● は星の出没方位を示す)
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で あ るが,ス ター ・コンパ ス上の星 と近 い位置 に 出

没 す るほ かの星(星 座)を 利 用す る知識 に よって補

わ れ るので あ る。

ス ター 。コンパ スは,カ ヌーの 針路 だけ でな く,

島 の方位 を認知 す るた めに も応用 され る。 ある島 か

らみ て別 の 島 は,一 定 の方位 に位 置す る。 そ こで,

前述 した方位 名 称 を用 いて,ど の 島が どの方位 に あ

るか を学 ぶ のが ウ ォー 。フ ァヌー(「 島の上 で」 とい

う意 味)で あ る。 例 えば,サ タ ワル島か らみ て,第

2図 のP7の 方位 には,ト ラ ツク諸 島(モ エ ン島)が,

P26の 方位 には,ラ モ トレク島が それ ぞれ位 置 す る。

この よ うに して,サ タ ワル島 か らみて15の 方位 に そ

れ ぞれ位 置 す る島 の名称 は,一 つの組 をなす。 これ

が ウ ォー フ ァヌア イ ・サ タワル,つ ま り,サ タ ワル

島 か ら見 た 島の位 置 に関 す る知識 であ る。もちろ ん,

島 ご とに ウ ォー ・フ ァヌーの 情報 は異 なっ てい る。

か つ て,航 海 が盛 んに行 なわ れ ていた時代 には,こ

の知 識 は,カ ロ リン諸 島の島 ご とに知 られ ていた。

い わ ば,現 在 にお け る海 図の 役割 を ウォー ・フ ァヌ

ー が果 してい た こ とにな る
。 ミクロネシア のマー シ

ャル諸 島は,島 と島 に当た って反射 す る波の関 係 を

具 象化 した ス テ ィ ック ・チ ャー トを創 り出 した島 と

して有名 で あ る。 貝(島 を表 示)と ヤ シの葉 の葉柄

(うね りの 方 向表示)と で組 み合 わ され た,こ の チ

ャー トは,航 海術 の 項 目の ご く一 部の情 報 を示 して

い る にす ぎな い。 その チ ャー トは,島 民 が西洋 の船

乗 りの海 図 を見 て か ら,彼 らのrウ ォー・フ ァヌ ー」

の知 識 を海 図の 形 に表現 した もの と考 え られ る。

以 上 に述 べ たパ ー フー,ア ロウム,ア マ ス,ウ ォ

ー ・フ ァヌ ー とい う4つ の知 識項 目は
,も っ と基本

的 で不可 欠 とされ る航海術 の 内容 を示 した もので あ

る。 けれ ど も,科 学 的視 点か らす れば,そ れ らは,

決 して 十分 な もの でな い こ とがわ か る。例 えば,ス

タ ー ・コンパ スの 円周上 に等 間隔 に配列 され た星 の

位置 は,実 際 に星 が出 没す る方位(コ ンパ ス方位)

と比 べ ると,ほ とん どズ レてい る。 そ のズ レは,最

小 で0度(北 極 星 と南 中時の 南十 字座)か ら,最 大

で21.5度(オ リオ ン座)で あ る。 全体 の約7割 の 星

の位 置 が,コ ンパ ス方位 と10度 以 内の誤 差で対 応 し

て い る。 「不 正確 な」 スター ・コンパス とい う こ とに

な るが,こ の10度 とい う誤 差 は,100㎞ の島間 の航 海

にお いて は,目 的地 の視 認距 離 を考慮 すれ ば,そ れ

ほ ど問題 にな らな いの であ る。 いずれ にせ よ,航 海

の基 本 的要 素 とな る方位 の確 定 は,ス ター ・コンパ

ス に依拠 して い る ことは明 らかで あ る。

2 洋上での位置確認

平 担 な サ ンゴ礁 島で の航 海 は,カ ヌーで20㎞ も島

か ら離 れ る と,指 標 物 が視界 か ら消 え,あ とは,目
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的地 が見 える まで,天 文,気 象,海 象な どの諸 現 象

を利 用 す る,い わゆ る"推 測航法"に 頼 る しかな い。

中央 カロ リン諸島 で,航 行 中の 自船 の位置 を確 認 す

る方法 は,エ タ ック と呼 ばれ る。 これ は,ス ター ・

コ ンパ ス上 の星 の位置 と,出 発 す る島 と目指 す島 と

の ほ かに設 けた,も う1つ の島 との位 置関 係 で,自

船 の地点 を求 める知識 で あ る。この第3の 島 は,「エ

タ ックの島(指 標 となる島)」と言 われ,実 存 す るが,

カヌ ーか らは見 えな い。 それ には,出 発 す る島 と目

的地 で あ る島 とか らほぼ等距 離(二 等辺三 角形 の頂

点)に 位 置 す る島が確 定 され る。 そ して,エ タ ッ ク

の 島 は,ス ター ・コンパ ス上の 特定 の星 の 「下 」 に

あ り,カ ヌー の航 行 に従 って,い くつか の星 の「下 」

を 「動 く」 と考 え られて い る。

ここで,サ タ ワル 島か ら80㎞ 離れ た ラモ トレク島

へ 航 海 す る 際 に,エ タ ッ ク島 に利 用 され る ウ ェ ス

ト ・フ ァーユ 島 を例 に,第4図 によ って位 置割 りだ

しの方 法 を見 る ことに しよ う。 サ タ ワル島 とラモ ト

レ ク島 とか ら見 て,そ の 島は,ス ター・コ ンパ ス(ウ

ォー ・フ ァヌー)で,そ れ ぞれ,P32とP16,P4と

P20の 星 を結 ぶ線上 にあ る。 それ で,P32とP4と の

間 の星(P1,P2,P3)が 洋 上で の カヌー の位 置

確 認 に利 用 され る。 カヌ ーが サ タワル島 を出 て,A

地 点 に到達 す る と,工 タ ッ ク島 は,P1とP17の 線 上

の位 置 まで動 く,そ して,P2,P18,P3とP19の そ

れ ぞれ の線 上 の地 点 まで くる と,カ ヌー は,B,Cの

洋 上 の位 置 に達 した ことがわ か る。 この さい,各 地

点 間の距 離(サ タ ワル島 とA,BとCな ど)は,等 間

隔 で1エ タ ック とよばれ る。

他 島 へ航 海 す る場合,い くつの エ タ ック を設定 す

るか は,島 間 の距離 に よっ て決 め られ る。200㎞ 以 内

の 航海 で は,1エ タ ックは,出 発 した島 が見 えな く

図4:洋 上での位置確認



な る までの距 離,ほ ぼ20㎞ を基 本単 位 とす る。 第4

図 では,A地 点が それ に 当た り,サ タ ワル～ ラ モ ト

レ ク島問 の航 海 に4エ タ ック設 け られ る こ とに な

る。 この よ うに,航 海 者 は,目 的地 にカ ヌー を着 け

る ため に,ど の島 をエ タ ックの島 に選 び だ し,そ れ

とス ター ・コンパ ス上 の星 との位置 関 係で,い くつ

の エ タ ッ ク を設 定 す る か を修 得 しな けれ ば な らな

いo

エ タ ック に とって もう1'?の 基本 的 な知識 は,1

エ タ ック進 む の に要 す る 時 間 を算 定 す る こ とで あ

る。 それ に はカヌー が島 を出 て か らA地 点 に到達 す

る までの 時間 が基準 に な るの で,航 海 者 は,島 影が

後 方 に消 える までの あ いだ に風 向,風 力,潮 流 の速

さな ど,推 測航 法 に必要 な あ らゆ る情 報 を収 集 しな

けれ ばな らない。 その ため に島 の形 の変化 を,波 う

ち ぎわが見 え る,砂 浜 が消 え る,樹 木 の頂 上が 波間

に隠 れ るとい うよ うに,10あ ま りの段 階 に区切 って

進 ん だ距 離 を計 って い る。航 海 中の 気象,海 象の状

況 に変 化が 無 けれ ば,島 か らA地 点 までの航行 時 間

を,ほ かの各地 点 まで の時 間 として適 用 すれ ば よい。

しか し,急 に風が止 んだ り,嵐 に襲 わ れて漂流 した

りした場合 は,一 筋 縄 に はゆ かな い。熟 練 した航 海

者 は,無 風 状態 の長 さ,漂 流 した方 向 と時間及 びそ

の ときの潮 流 の速 度 な どを考慮 し,最 初 の1エ タ ッ

クに要 した時間 を参考 に して,カ ヌー の位置 を割 り

出 す。

以 上が エ タ ックに よ る位 置確 認 の基 本的 な知 識 で

あるが,航 海者 はiこ の知 識 だ けで カヌー の全航 程

の地 点 を割 りだすの で はない。 よ り的 確 にカヌ ー を

目的地 に進 めるに は,海 面 に現 われ る波(う ね り),

嵐 の生起,飛 来す る鳥,遭 遇 す る漂流 物や 魚 な どの

種 類や特徴 を見ぬ く知識 を修 得 す る こ とも,航 海 術

に不可 欠な要 素で あ る。

以上 で述べ て きた航海 術の 諸知 識 は,キ リス ト教

が受容 され た1950年 代 前半 まで,ボ ー とよばれ る一

連 の航 海術修 得儀礼 を通 して伝授 され て きた。 これ

は,15歳 ころか ら5～6年 間,父 親 な どか ら,私 的

教 授 を受 けた若者 が,20～25歳 前後 に な ると 「偉大

な航海 者Jの 名声 を受 けてい る長老 と共 に,数 カ月

の あいだ集 会所 で寝 起 き して,航 海 の知 識 を徹 底的

に身につ け る儀 礼で あ る。 しか し,ボ ー を経験 しな

い で航 海者 に なった若 者 のな か には,最 近,積 極 的

に磁 器 コンパ ス,ラ ジ オ,携 帯 用無 線機 を導 入 して

航海 を行 な う もの もい る。 彼 らは,文 明の利器 に頼

る余 り,航 海 中に短時 間 で も漂 流 す る と,洋 上 での

自分の位 置 を見 失 って しまい,無 線 機 に しが みつ き,

ひ たす ら島の長 老 に指示 を あお ぐ羽 目 におちい って

いる。

3カ ヌーの構造 と操船

アウトリガーカヌーの鱗 図

18世 紀 の イ ギ リスの航 海者 は,マ リアナ諸 島(テ

ニ ア ン島)で 見 か けた カヌ ーの速 力 は驚 くべ き もの

で,彼 の帆船 よ り もず っ と速 く,1時 間 に20海 里 も

帆走 した と報 告 してい る。 この記 述 は,誇 張 され て

い る もの の,そ の 当時,ヨ ー ロ ッパ の帆 船 よ り高 性

能 の カヌー が ミクロネ シア に存在 して いた とい う事

実 を伝 えてい る。現 在 で も,そ れ と同型 の帆 走 カ ヌ

ー が
,カ ロ リン諸 島の一 部 の島 々で 建造 され,1000

㎞ に お よぶ 島間 航海 に使 用 され て い る。

オ セア ニア の外洋 航海 用 カ ヌー は,そ の構 造 か ら,

船 体 の 片 側 に ア ウ トリガ ー を張 り出 した,シ ン グ

ル ・ア ウ トリガー カ ヌー と,2そ うの船 体 を並 べ て

横 木 で固縛 した,ダ ブル ・カヌー(カ タ マ ラン)と

に分類 され る。 前 者 は,太 平洋 の ほぼ全 域 に分 布す

るが,後 者6ま,ポ リネ シア全域 とメ ラネ シアの 一部

に限定 され る。 そ して シン グル ・ア ウ トリガー カ ヌ

ーの なか で も
,中 央 カ ロ リン諸 島 の それ は,他 地域

の もの と比 べ,い くつか の きわだ った 構造 上の 特徴

を持 ってい る。

第1は,カ ヌ ーの船 首,船 尾が 同形 で,か つマ ス

トの 角度 を変 え,帆 を前後 に移動 させ る ことが可能

な点 で あ る。 これは,カ ヌー の方 向転 換,と くに風

上 側 へ進 む場 合,ヨ ッ トの タ ッキ ングの ように船首

を上 手 回 しに して,帆 の裏 で 新 たに風 を受 ける とい

う操 作 を必要 と しな い,つ まり,船 首 と船 尾 とを入

れ変 えるだ けで,ジ グザ グ航 法 を取 りな が ら目的地

にカヌ ー を進 め る こ とが可 能 で あ る。 船 首 にあ った

帆 をマ ス トを中心 と して船 尾 に移 し,以 後,そ れ ま

で の船尾 を船 首 として帆走 す る ので あ る(第5図)。

この操作 によ って,カ ヌー は,45度 以 下 の切 り上が

り角 度 で も前進 で きる。

第2は,船 体 がV字 の形 を してい る こ とで ある。
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図5:真 向かいの風に対する

ジグザグ航法

これ は,鋭 角の形 を

したカヌー の船底 部

が,ヨ ッ トのセ ン タ

ー ボー ドに当 たる働

きをす るた め,帆 走

中の,リ ー ウ ェイ(風

圧差 に よる横 流 れ)

を抑制 す る ことを可

能 にす る。

第3の 特徴 は,船

体の形 が,左 右非 対

称 に作 られ て いる点

で ある。 これ は,カ

ヌーの アウ トリガ ー

側 にかか る水 お よび

風 の抵抗 を少 な くす

る た め の 工 夫 で あ

る。 この型 の カヌー

は,風 を常 に ア ウ ト

リガー の方 か ら帆 に

受 け るため,船 首が

風上 側 に向 く傾 向が

あ る。 それ を修 正 す

る目的で,船 体 の左右 のふ くらみを違わせ るの である。

これ らの諸 特徴 を備 え たカヌ ーの船体 は,パ ンノ

キ(や わ らか く,成 長 す る と直径2mほ どにな る)

か ら造 られ る。1本 の 丸太 を くり抜い た船 底 部 に,

船 首,船 尾,舷 側板,舷 縁 の各部 材 を張 り合 わせ る

構 造 で あ る。 竜骨 や肋 材 を用 いず,1本 の釘 も使 わ

ず に,手 斧 だ けで 美 しいV字 形 の カヌー を建造 す る

技 術 は,注 目 に値 す る。現在,中 央 カ ロリン諸 島 で

使 用 され て い る全長9mの 帆 走 カヌー は,6～7人

の大 人 と約1ト ンの 荷物 を積 んで500㎞ の航 海 を可

能 に してい る。 適 帆の も とで は,6～7ノ ッ トの速

力 で帆 走 で きる。

カヌー の操 船 にお いて は,風 の強弱 に合 わせ て帆

を調節 す る こ とが 最 も重要 で ある。帆 脚索1本 で,

大 三 角帆 の 角度 を整 え る操作 は容 易 でな い。 この 型

の カヌ ー は,船 首 に向か って左(風 下)側 に帆 を右

(風上)側 に腕 木(カ ヌ ーの本体 か らの真横 に張 り

出 した2本 の 角柱)を お いて帆走 す るた め,帆 脚 索

図6:カ ヌーの正面図

をゆ るめ る と浮 き木が海 面下 に もぐ り,高 波 を受 け

て腕 木 の破損 を まね き,逆 に,そ れ を締 める と浮 き

木(腕 木 の先 端下 部 に添 木 をあて て しば りつ けた1

本 の丸木)が 空 中 に上 がって カヌー の転覆 の危 険性

が生 じる。浮 き木 を海面 に接 する ように帆 を調 節 す

る技術 が要 求 され る。 また,強 風 下の 航海 に は,マ

ス トをア ウ トリガー側 に傾 け,帆 をせ ば めた りして,

帆 には らむ風 を逃 が さなけれ ばな らない。大 きな嵐

に遭 遇 すれ ば,損 傷 を防 ぐため,カ ヌー に水 を入れ,

カヌ ーの船体 を沈 める方法 を とる。転 覆 した カヌ ー

を,マ ス トと帆 で復元 する知識 もある。島 の男 は,

6歳 ころか ら航海 に連 れだ され,ま ず,身 体 を カヌ

ー に慣 らす こ とか ら航海 術の修 得が始 まる。そ して,

カヌ ーの構造 お よ び性 能 を熟知 し,安 全 かつ迅速 に

カ ヌーを帆走 させ る操船術 を身に つけ る まで には,

20年 以 上 もの訓練 が必 要 とされ る。

お わ り に

以上 述べ て きた こ とか ら,サ タ ワル島の航 海術 は,

星 ・波 ・風 ・潮 流 とい った あ らゆる 自然現 象 をた く

み に利 用 した もの であ るこ とが明 らか にな った。特

に,ス タ ー ・コ ンパ スを も とに した 方位 の 確定 法 と,

エ タ ックに よる洋上 での位置,時 間 の推定法 は,ミ

クロ ネ シア に お け る航 海術 を特 徴 づ け る もの で あ

る。それ らの基 本的 な知識 は,東 か らの波 の卓越 性,

嵐 と星 の 出現 との関連 性,特 定 海域 に生息 す る鳥,

魚類 の習 性 とい った,海 象,気 象,天 文,生 物 な ど

の諸 現象 に規則 性 を見 いだ す知 識 と結合 され て,航

海術 の複合 体 系 を形作 って い るの であ る。 そ して,

島 に生 育 す る樹 木 だけか ら,遠 洋航 海 に耐 える大三

角帆 を装備 した大型 カヌー を建 造 する技術 も,航 海

術 を支 える大 きな要 素で ある。

こう した航海 術 が,近 代 的な それ と比 べ て,極 め

て 欠陥の 多 い もの であ るこ とは,論 を待 たな い。 し

か し,過 去数 千年 に亘 り,太 平洋 の島 々への移 住 や

航海 に,こ の ような航海術 が用 い られ て きた こ とを

推察 すれ ば,む しろ驚嘆 に値 す る ことでは ないだ ろ

うか。

現在,サ タ ワル島の航海 者の 中に は,磁 器 コンパ

スな どの近代航 海 具 を使用 す る者 もいる。 その よ う

な 「近代 化」 の きざ しは見 える ものの,今 なお,長

老 か ら伝 統的航 海術 の諸知 識 を学 ぼ う とい う男 たち

は多 く,彼 らに よ って盛 んに島間 航海 が行 なわれ て

いる。 サ タワル島 で は,幾 百幾千 年 とな く継承 され

て きた この航 海術 の原理 が,今 後 と も引 き継 がれ て

ゆ くこ とで あ ろ う。
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